
―今先生が取り組んでいる研究に
ついて教えていただきたいです。 
研究手段としては理論物理です。

対象は伝統的な物理というより、
量子力学を使った計算をするとい
う研究をしています。非常に大雑
把に、やや不正確な言い方ですけど
量子コンピュータの理論という研
究です。 
普通のコンピュータというのは

bitという0と1の2進数で数字を表して、
たくさんのbitを操作して複雑なタ
スクを行います。量子コンピュー
タはこのbitが量子bitに置き換えら
れる。量子bitは0と1が同時に1つの
bitに存在する。普通のコンピュー
タのbitは電圧がある基準値より高
ければ１、低ければ0となるのでど
ちらともいうのはあり得ない。 

 

ところが量子コンピュータを構成
するデバイスは、非常に小さな閉
回路をリングにし、超低温にする
と超電導という現象が起きて、 
電流が抵抗なく勝手に流れ、右回
りと左回りが同時に存在する。それ
が０と１を同時に表すという物理
的な意味です。何故そうなるのか 
というのは誰にも分かりません。 
右回りと左回りが同時に実現し

ているような回路で1万回測定すると、
そのうちのほぼ5千回が右回りとい
う答えを出して、残りの約5千回が
左回りという答えを出す。 
ある条件を整えると半々に出て，
それが右回りと左回りが同時に存
在するという実験的な意味です。 
0と1が同時に1つの量子bitで表現で 
 
 

きる。それを2つ並べる、つまり2量
子bit持ってくると、00と01と10と
11という4つの状態が同時に存在する。
量子bit数を増やすごとに表現でき
る数が倍々で増えていって、ものす
ごくたくさんのbit列が比較的少な
い量子bitのチップの中に同時に存
在する。10量子bitだと210で1024、
20量子bitだと100万、30量子bitだ
と10億、40量子bitだけで1兆のbit
列が同時にそのチップの中に表現
できる。ここからが難しいのですが、
上手く操作すると非常にたくさん
の数を処理することができる。普通
のコンピュータでやると時間かか
るような計算を短時間でこなすこ
とができるようになる。これが量
子コンピュータの基本です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―人生を変えた１冊は、何という本
でしょうか 
「人生を変えた」とまでは言い切

れませんが、今まで読んだ本の中で
一番強い印象を受けたのは、三島由 
紀夫の『豊饒の海』全 4 冊ですね。
はっきり何年とは覚えていませんが、
学部学生の頃に出会いました。 

 
―その本はどのような内容でしょう
か 
説明するのは難しいですが、全体

を貫いているのは「輪廻転生」とい
う仏教の考え方です。それが幾度か
物語のなかに現れ、主人公はいろい
ろな経験をします。最後には主人公
が描いていた世界観・宇宙観が見事
に崩れ、何がこの世界にあるのかよ
くわからなくなる、というところで
突然終わる話です。 
―三島由紀夫に興味を持ったきっか
けはなんですか 
たまたま行き当たったのだと思い

ます。最初に何を読んだか覚えてい
ないですね。当時出ていた彼の作品
はほぼ全部読んだのではないでしょ
うか。ただ、40年以上前ですし、 
短期間で全て読んでしまったので、
頭の中で混乱してどれがどれだかわ
からない(笑)。時期や作品によって、
もちろん違うことを言っているので
すが、彼の作品には似たような傾向
があります。もったいぶった表現で

すが、学校でするような理系の勉強
とは全く違う美の世界、日本語の美
しさを、ものすごく丁寧に、それこ
そ豊穣に表現していて、かなりのめ
り込みました。 
―「人生を変えた」とまで言い切れな
いとおっしゃいましたが、多少なりと
も生き方への影響はありましたか？ 
突然、行動の仕方や考え方が変わっ
たということはないですね。ただ、じ
わっとした深いところで、なにか効い
ているのかもしれない。 
うまい言葉が彼(三島由紀夫)のよ

うに思い浮かばないです。厭世観とは
ちょっと違いますし、「そんなにガツ
ガツしたってしょうがないんじゃな
いか。どうせ死ぬ」というのも言い過
ぎかもしれない。答えは当然ないので
すが、「本当にこの世界は現実なの
か？」あるいは、「意識ってなんだろ
う？」「物質と精神はどう違うのか？」
といった疑問が心の底に引っかかる
ようになった転機は、三島由紀夫のこ
の本かもしれない。それが「人生を変
えた」とまで言い切れるかはよくわか
りませんが、間接的にせよ、考え方や
行動の仕方に影響を与えていると想
像はします。 
―理系の人でも、自分の専攻とは関係
ない分野の本を読むことが、学生にと
って必要だと思いますか？ 
必要かどうかはわからないけど、 

面白いと思います。わざわざそういう
可能性を閉ざすことはないと思いま
すね。文学も理系の本も、僕は必要と
いうより、面白いと思って読みました。
たとえば、フランスのメシアという物
理学者が書いた有名な量子力学の教
科書があります。外国の教科書の例に
漏れず、難しい問題が巻末にたくさん
載っていて解答がないのです。それを、
一生懸命考えました。自分で考え続け
ることが面白かったですね。「答えを
教えてくれ」という学生の気が僕は知
れません。自分で考える楽しみを自ら

奪ってどうしようというのか。でも、
僕もいくつか教科書を書いたので 
すが、出版社は「必ず答えを入れてく
ださい、そうしないと売れませんから」
と言います。僕は売りたいので妥協し
ます。ちょっと矛盾を感じながら。 
本当はやっぱり、面白いことをやる

のが一番です。僕はそんな職業に向い
ていたのだと思いますし、研究者にな
るのはそういう人ではないでしょうか。
研究というのは、与えられたテーマに
取り組むものではなく、ネタを探すこ
とが最も重要です。そのためには、
答えがない問題を見つけ、考え続け
なくてはならない。そういう意味では、
『豊饒の海』も答えのない問題を与
えてくれたという印象があります。
「世界とは、宇宙とは、人間とは何
だろう」ということにショックを受
けて、今でも心の中に残り続けてい
るかもしれません。 

―読者の高校生や大学生に向けて
何かメッセージをいただけますか 
面白いと思うことを一生懸命やっ

てください。これが一番だと思いま
す。勉強には必要だと思ってやらな
きゃいけない部分もあるけれど、そ
こで火が付くところがあれば、 
ぜひそれを伸ばしてほしい。それを
見つけるのが大学の四年間だと思
います。
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